




















 Le Spleen de Turin : Prof. B






































































































































































　「私たちの友だちが大好きだったこの町はいつも同じ。変わったとしてもほんのちょっぴり。トロリーバスが通ったり、地下道ができたりしただけ。新しい映画館はできなかったわ。昔なが の名前でやっている映画館ならあるけれど。そんな映画館の名前を繰り返し口に ていると、子どもの頃や若い頃 思い出してしまうの。　それに私たちの町って根っからの憂鬱質なのよね。真冬の朝には、この町のものとしかい ようのない駅からの臭い










































































































　「悪の問題や、悪意に満ちた正義の配分の問題には、答がありません。スターリンは自分のベッドの上で死に、ピノチェトも自分のベッドの上で死ぬでしょう。そしてアンネ・フランクは絶滅収容所で死にました。暴君たちはベッドの上で死に、何 罪もない少女が強制収容所で死ぬ。何によってもそれ 正当化できません。端的に言って恐ろ いことです。神様の判断は不可解だ、といっても答えたことにはなりません。それは答ではなく、信仰の証で か ません」 。　「説明しえないことが、説明の原理となりうる。捉えられないものが、答えを与えるための定点となる。認識しえないものが、私たちの認識 源泉となりうる。測りえないものが、物事の根底に で辿り着くことを、私たちに可能とする測定器となりうる。そんなことは、私にはとても理解しがたいことなのです。口で言い表せないことについては、何も言うことができません」 （ 「宗教と宗教的 も 」 『ミクロメガ』二〇一〇年二月号に再録） 。　ボッビオと生前会って話すことは一度もなかったが、カルロ・マリア・マルティーニ枢機卿は二〇〇四年のボッビオ
の死に際し、彼のこうした考察に心からの共感を表明 て た。　
マルティーニは、一九二七年にトリノに生まれたイエズス会士の聖書学者で、教皇ヨハネ・パウロ二世によって











秘の感覚」は、まさに自分自身が日々感じてきたも であり、その限りにおいてボッビオと自分を隔てるものは、ほとんどないと述べている。そればかりか「実存の意味に関わる問いを前にして、安易な答えで満足することなく、真摯に向き合うことの重要性を多くの人々に示すことができる、屈辱と苦悩に満ちた探求心をもった模範であり、誠実さと信頼の深さをもった模範である」として、ボッビオに対し最大級の敬意を表するととも 、少 くとも知性の次元においては、ボッビオの救済に関する懐疑 悲観論をも含めて、二人のあいだを根本的に隔 る溝についても、深い理解 示していたのである。　
ノルベルト・ボッビオは二〇〇四年一月九日午後五時に亡くなった。享年九四歳であった。四年前の九〇歳の誕生日








































































































































































































































































































に息子パオロが生まれたばかりである。そこで先ずは一人で旅立った。しかし二月一五日には気管支炎が悪化して、死亡。妻アーダと幼子パオロ トリノに残したまま ある。享年二四歳。あ りにも早すぎる死であった。　
それから一七年後の一九四三年九月、アーダは再婚した夫のエットーレ・マルケジーニや一八歳になったパオロとと
















































































終わったことから始ま 、イタリア民族の政治的頽廃の最終的な帰結に他ならなかっ 。イタリア民族の卑屈で狭量な奴隷根性の露呈に他ならなかった。だから ムッソリーニには何も新しいものは い」と考えたのである。 「ムッソリーニにも国王ヴィットーリオ・エマヌエレにも支配者の力量などないのに、 人の方が奴隷根性を抱いてしまっているのだ」 。したがって「我々の反ファシズムはイデオロギーであるよりも前に本能である」 。 「世界には不 の価値が一つあ 。それは非妥協である。我々はこの瞬間から、あ 意味では、すべてに絶望した非妥協の聖職者とならざるをえない」 。　
ゴベッティは一九二三年に、自らの出版社から、学位論文『ヴィットーリオ・アルフィエーリの政治哲学』を出版















































































も二〇歳も年少のゴベッティの衣鉢 継いだラテン語とイタリア語のアウグスト・モンティ先生から反ファシズムについての多大な影響を受けてはいたものの、博学にして秀才 誉れ高い級長のレオーネ ギ ツブルグように、直ちに行動に転じようとする強靭な意志の持ち主とはいえなかった。そ 後ト ノ大学法学部に入学するが、父親も一九二三年以来のファシスト党員であり、彼自身も一九二八年 らファシスト学生団（ＧＵＦ） 入団して 。一九三一年 法哲学に関する卒業論文を書いて法学部を卒業するが、一九三三年にはフッサールの現象学 関する卒業論文 書いて哲学部も卒業した。そして一九三四 には初めて学術論文「社会法哲学 おける現象 動向」を公表 法哲学の大学教授資格 得ている　
ところが一九三三年ごろからボッビオは、ポー川を見下ろす丘の上に建つバルバラ・アラソン女史の豪邸に足しげく























となっていた（ちなみにこの名称は、一九〇六年にノーベル文学賞を受賞した国民詩人ジョズエ・カルドゥッチの言葉「生き残った最後の女神は正義と自由」に由来する） 。だが警察は、とっくの昔にその秘密を知っていた。ボッビオについても、要注意人物として内偵と電話盗聴が進められ、その記録が今でも内務省資料として残されている。そして一九三五年五月一五日には一斉検挙 あって、七日間拘留さ 夜間外出禁止命令を受けていた。　
ボッビオは、それから六〇年以上ものちの一九九七年に刊行した『自伝』に、国立公文書館内務省公安警察庁資料と














































































































一八五三年に結成し、一八六七年 潰えた政党名に由来する。それはリソルジメントが裏切った共和主義の伝統の復活を含意するものであった。いいかえるとゴベッティの「自由主義革命」を嚆矢として、一九三七年 フランスで暗殺されたロッセッリ兄弟の「正義と自由」や、カロージェロ 的社会主義」が唱えた、反ファシズム闘争による共和制の実現を、目標としてい そして一九四二年六月四日 、ローマのとある私邸で極秘裏に開催され 行動党の結党集会では、 「七項目」からなる基本綱領が定められた（三権分立の議会制共和国、州自治による地方分権、独占企業の国有化、農地改革、労働組合 諸権利 政教分離 欧州連邦制）　
しかし行動党はたんなる急進的改革政党ではなかった。武装パルチザン全体の五分の一に当たる三万五千人もの軍事




たムッソリーニは九月二三日ガルダ湖畔サロに「イタリア社会共和国」を樹立し、ナチ・ドイツ軍の庇護下にサレルノ以北のイタリアを支配していた。そして一九四三年一二月六日、パドヴァで新婚生活を始めていたボッビオは、妻とホテルで食事中に、赴任してきたばかりの国防義勇軍の警察隊長によってついに逮捕されてしまう。そして一か月後にはヴェローナのスカルツィ刑務所の雑居房に移送される。翌 の一 一一日には、ムッソリーニの女婿のガレア ツォ・チャーノを含む五人のファシスト高官の銃殺刑が執行されることになる刑務所である。　
復讐心に燃えるイタリア社会共和国のにわか仕立ての警察は、反ファシストよりも、ムッソリーニを裏切ったファシ
スト高官の摘発に血道をあげていた。ボッビオは、すでに逃亡したパドヴァ大学学長の行方を追及するために、逮捕されたのである。尋問では、学長 行方を教えなければ生きては出獄できない 脅迫されるが、結局のところ何も知らなかったボッビオは二月末 釈放される。すでにヴァレリアは妊娠していた。長男のル ージが誕生した は、出獄 て二週間後の三月一六日 こと あった。　
ボッビオは『自伝』において「私たちは陰謀家となることを志願していた ですが 実のところ陰謀など企てたこと
もない陰謀家といっ ようなも でした」とまるで自嘲するかのように この頃のことを回想してい 。だ ちょっとした運命の悪戯で、いともたやすく無数の犠牲者の一人となりうるような時代に生き ことだけはまちがいない。そ てボッビオとて その例外で なかっ 。　
ところで一九四三年一〇月一三日に、バドリオ政権はド ツに対して宣戦を布告した。バドリオ政権は、反ファシス





















解放戦争に結集する いうのが、そ 理由であった。これが独ソ戦の勝利を至上目的とする、ソ連の国益に沿った判断であることは明白であった。だが当時スターリンの権威は絶対であった。こうして共産党の強力な支持ととも 、北部イタリアでの武装パルチザンによる解放地区 自立的統治を懸念しはじめ 連合 の承認を得たことで、バドリオ政権とそれを継承した元首相のイヴァノエ・ボノーミを首班とする政権 、ファシズム時代 国家構造を基本的には温存するこ ができたの ある。行動党の前 立ちは かったのは、トリアッティ　
ところが一九四五年四月末になると、イタリア北部の主要都市は、武装パルチザンの一斉蜂起によって次々と解放さ




おける人民戦線の理論家であったトリアッティが、行動党よりもカトリック教徒からなる大衆基盤をもつキリスト教民主党との同盟を選択したから る。かくして国民解放委員会に結集した反ファシスト諸政党の統一は瓦解する。そしてあっというまにキリスト教民主党、共産党、プロレタリア統一社会党という三つの大衆組織 からなる連合政権の時代へと移行していった。それは明白な「逆コース」を意味した。連合国すなわちアメリカ合衆国もそれを支持した。一九四六年一月に国民解放委員会が任命した県知事や警察署長が更迭された一方、三月末にはファシズム制裁高等委員会が解散となり、ファシズムと結託した旧指導階級の責任追及が停止されて公職への復帰が可能となった。さらに法務大臣となったトリアッティは、政治犯に対する大規模な恩赦を実施する。パッリ政権 よるファシスト粛清に始ま 体制変革の試みは、根本から否定されていった。　
パドヴァ大学に戻ったボッビオは、一九四六年六月二日の政治体制（王制か共和制か）を選択する国民投票と同時に


































































的隠喩（例えば左右、上下、高低、深浅、遠近、前後、新旧 ）を用いた二元論が機能 続けているこ を再確認したうえで、左右を区別する基準とは何かを探っていく。そして それは平等という理想 対する態度 違いにあるとする。さらに具体的には、何らか 差別を正当化するか否かに関わるもの とする。　
今では性、人種、言語、宗教、政治信条などによる差別の撤廃や 育権・労働権・健康権といった社会的諸権利の承
（ 24 ）













































彼に好意的な論者がいうよう 、ポスト冷戦時代 ふさわ い新 さや爽やかさなど微塵も感じ れない。そもそも彼は自由主義者ではない。じつは自由などどうでもよいのだ。む ろそ
スプレジュディカート
んな理念から自由であるからこそ、選挙戦略の必










なくダブルのスーツを着た戦後生まれの国民同盟書記長ジャンフランコ・フィーニは、ポスト・ファシストと称しつつ、ムッソリーニを今世紀最大の政治家だと公言して憚らなかった。また国民同盟の議員たちは、イタリア共和国憲法補則一二項「解散と ったファシスト党の再建はいかなる形であれ禁止する」の廃止を求める憲法改正案を、下院に提出した。さらにレジスタン の勝利を祝う四月二五日の「国民解放記念日」に替えて、第一次大戦の開戦記念日である五月二四日を「祖国の祝日」とすること 提案していた。だ ら一九九四年五月四日欧州議会は、イタリア共和国大統領エウジェーニオ・スカルファロに対して、新内閣からネオ・ファシスト閣僚を排除 よう異例の勧告を行ったのである。　
ボッビオ教授は「ファシズムと反ファシズムを等距離において見ることなど断じてできません。警察国家と法治国家
が同じものだといえるのか。ファシズムが、世界で初めてイタリアに誕生し は私たちの恥でしかないことを、若い人たちも理解しなければなりません」と語気を強めて述べ、歴史修正主義の流れがますます強くなり、反ファシズムとレジスタンスという戦後民主主義の正統性の根拠 相対化され いくことに、強い危惧 念を示した。　
さらに教授はこんなことも話題にした。イタリアの戦後政治を長期にわたり支配してきたキリスト教民主党が政治腐









































































ト・モダン的「新商品」と映ってい か しれない。そう ボ ビオ教授は深いため息をついた。ポスト冷戦の時代に生じた、そん 何ともいいがた 鬱屈した雰囲気 、教授はシニシズムという言葉で表現していたのである。
（ 30 ）
＊本稿は「追憶のなかのボッビオ教授」 『神戸外大論叢』第五八巻・第五号（二〇〇七年一一月）を改稿したものである。それゆえ本旨に変わるところはない。強いて異なる点を一つあげるとするならば、私の記憶に残る最晩年の教授の姿をあえて文字による記録に留めようとしたことである。トリノでは二〇〇九年一〇月一五日
―
二〇一〇年一月二〇日にボッビオ生誕一〇〇周年を記念する行事
が全市をあげて行われた。また二〇一一年はイタリア統一一五〇周年に当たる。私の記憶に残る ボッビオ教授はすでに歴史上の人物となりつつあ 。今は亡き教授に心からの敬意と深い哀悼の念を表するものである。
